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母 性 看 護 学 

 

構築の考え方 

 

母性看護学は，看護の対象である人間を性と生殖の側面からとらえ，母性機能が健全に発達

し，その機能が十分に発揮できるよう援助できる能力を養う領域として位置づける。 

近年，女性の社会進出と生き方が多様化し，出産・育児にこだわらず，自分らしい生き方を

選択する女性が増え，未婚率・非婚率の上昇や，「産まない選択」をする女性の増加に呼応す

るように，日本の少子化は歯止めがかからない。 

また，女性の価値観の多様化に伴い，晩婚化とともに出産開始年齢の高齢化に伴う不妊症の

増加・生殖補助医療の発展や，生命誕生に対する倫理観も多様化している。 

一方で，性行為開始年齢の低年齢化とそれに伴う 10 代の性行為感染症（STD）や，若年者の

人工妊娠中絶の増加など，女性を取り巻く社会環境は複雑に変化している。 

さらに，核家族化・少子化の進展に伴う子どもとふれあう機会や育児体験の減少は，出産後

の育児不安の増加を招き，専門家による子育て支援の必要性が増している。 

このような社会背景から，母性看護学の対象は，次世代を担う子を産み育てる女性だけでな

く，周産期を中心とした「産む性」としての女性や父性としての男性，さらには，人間の生の

出発地点である家族を含め，広い視野で捉える必要性が大きくなっている。 

 

これらのことから，看護基礎教育における母性看護学では，看護の対象を性と生殖の健康と

権利（リプロダクティブヘルス／ライツ）という観点から理解する。また，人類誕生から脈々

と受け継ぐ種の保存と，人間においての「生」と「性」の重要性を理解する。さらに，周産期

における対象は健康であることを念頭において，日常生活における基本的なセルフケア能力を

維持・促進できるよう援助を行うことに焦点をあてる。一方で，妊娠・出産は母子ともに生命

の危機的状況に陥ることもある。常に，正常と異常が表裏であること，母子は一体であること

を念頭において支援することが重要である。 

さらに，学生は，次世代を担う母性・父性を豊かに育むべき対象者であることから，学生自

身が生命の尊さと次世代の誕生に必要な母性及び父性，家族の重要性を理解し，健全な母性

観・父性観を育むことができるように支援する。 

 

以上のことから，母性看護学の授業科目構造は，母性看護学概論，母性看護学援助論Ⅰ～Ⅲ 

４単位（90 時間）並びに母性看護学実習２単位（90 時間）とし，合計単位数は６単位（180

時間）とする。 

母性看護学概論は，母性看護の概念，人間の性と生殖，母性看護学領域における対象の特徴

や，母性の対象を取り巻く環境と諸問題について理解する。 

母性看護学援助論Ⅰ・Ⅱは，妊娠・分娩・産褥各期の経過と新生児の経過について理解し，

妊娠・分娩・産褥期及び新生児期が順調に経過するための看護師の役割と看護を理解する。 

母性看護学援助論Ⅲは，女性のライフサイクル各期における健康問題と保健活動について理

解する。 

母性看護学実習は，周産期における対象特性（妊娠期・分娩期・産褥期の連続性）や，母子

を一体として捉える領域特性を理解し，それぞれの時期の対象に応じた看護を実践する基礎的

能力を習得する。 
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母性看護学 

 

 

目 的 

 

看護の対象である人間を性と生殖の側面からとらえ，母性機能が健全に発達し， 

その機能が十分に発揮できるよう援助するための基礎的能力を養う。 

 

 

目 標 

 

１ 母性看護の対象の特徴を理解する。 

 

２ 母性の対象を取り巻く社会環境や，母性の健全育成のために必要な援助の 

あり方を理解する。 

 

３ 周産期にある対象に必要な援助の方法を習得する。 

 

４ 母性看護の対象を支援する保健医療福祉チームにおける連携のあり方と看

護の役割を理解する。 

 

５ 生命倫理について理解を深めるとともに，生命を尊重する態度を培い，学 

習者自身の母性性・父性性を養う。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

3 

 

母性看護学　科目構造

（授業科目） （内容）

ライフサイクルにおける女性の
健康と看護

ライフサイクル各期における健
康問題と看護

　母性看護学
4単位（90時間）

妊娠期の経過と看護

分娩期の経過と看護

女性のライフサイクルにおける
身体変化と心理社会的発達

新生児期の経過と看護

母性看護学援助論Ⅲ
1単位　（15時間）

産褥期の経過と看護

母性看護の基盤となる概念

セクシュアリティの概念と発達
母性看護学概論
１単位　（15時間）

母性の発達と母性看護

現代の母性をめぐる諸問題

母性看護学援助論Ⅱ
1単位　（30時間）

母性看護学援助論Ⅰ
1単位　（30時間）
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科目名 母性看護学概論 

科目区分 専門 必修 

区分 

必修 単位数 

（時間数） 

１ 

（15 時間） 

対象 

年次 

１年 

担当者名 佐藤 三恵子（実務経験のある授業科目：助産師） 

ねらい 性と生殖の側面から母性看護の対象の特徴を理解し，母性看護の機能と役割

を理解するとともに、多様化する現代社会における課題を理解する。 

回 数 内  容 授業形態 

１回 １ 母性看護の基盤となる概念 

 １）母性とは 

 ２）母性看護学の対象 

 ３）母性看護学を学ぶ意義 

２ セクシュアリティの概念と発達 

講義 

２・３回 ３ 性周期とリプロダクティブヘルス/ライツ 

４ 母性の発達と母性看護 

 １）親になることと母性・父性 

 ２）母性看護の対象 

 ３）母性看護の目標と看護活動の場 

４～７回 ５ 母子の健康支援施策 

 １）妊娠・出産にかかわる施策 

 ２）育児にかかわる施策 

６ 母性看護をめぐる諸問題 

 １）国際化社会における課題 

 ２）児童虐待と母（父）子関係の課題 

 ３）リプロダクティブヘルスケア 

  (1)家族計画（避妊法含む） 

  (2)性感染症 

  (3)人工妊娠中絶 

  (4)喫煙・飲酒 

  (5)性暴力 

 ４）多様な性のあり方：性的マイノリティ（LGBT 含） 

 ５）遺伝的課題 

 ６）不妊 

講義 

GW 

（45 分）   試験 

評価方法 

及び観点 

筆記試験 

GW への参加     総合的に評価する。 

レポート課題  

必須資料 系統看護学講座 専門Ⅱ 母性看護学① 母性看護学概論（医学書院） 

参考資料 ・授業資料は適宜印刷して配布する。 

履 修 上 の

留意事項 

・出席時間は自己管理のうえ，体調を整え，欠席しないように授業に臨むこ

と。・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸには積極的な参加姿勢を望む。 
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科目名 母性看護学援助論Ⅰ（妊娠期・分娩期の対象理解と看護） 

科目区分 専門 必修 

区分 

必修 単位数 

（時間数） 

１ 

（30 時間） 

対象 

年次 

２年 

担当者名 藤川 智子（実務経験のある授業科目：助産師） 

廣沢 美由季（実務経験のある授業科目：助産師） 

ねらい 妊娠期・分娩期における対象の身体的・心理的・社会的特徴と正常なの経過につ

いて理解し，対象が各期に適応し，母子ともに安全・安楽に経過するための看護

の役割と対象に応じた看護を理解する。 

回 数 内  容 授業形態 

<妊娠期＞ 

１回 

１ マタニティサイクルとは 

２ 妊娠期の身体のしくみと疾患の理解 

 １）妊娠期の身体的特性と心理社会的特性 

  妊娠の定義とメカニズム 

  妊娠に伴う母体の変化と心身社会的変化 

  胎児の成長・発達 

講義 

２回  ２）ハイリスク妊娠 

  ハイリスク妊娠の定義と管理 

 ３）妊婦と胎児にみられる異常 

３・４回 ３ 妊娠期における看護 

 １）健康診査 

 ２）妊娠各期の保健指導 

 ３）合併症をもつ妊婦のケア 

５・６回 レオポルド触診法 

子宮底・腹囲の測定 

演習 

７・８回 

（45 分） 

４ 健康問題をもつ妊婦のケア 

 １）切迫流早産 

 ２）妊娠高血圧症候群 

 ３）糖尿病合併妊婦と妊娠糖尿病 

講義 

<分娩期＞ 

１～３回 

５ 分娩時の身体のしくみと正常からの逸脱の理解 

 １）分娩の生理   

分娩の三要素と分娩経過 

 ２）産痛と無痛分娩 

 ３）産婦の心理社会的変化 

 ４）産婦にみられる異常 

講義 

DVD 視聴 

４～７回 ６ 分娩期における看護 

 １）分娩開始前の看護 

 ２）分娩第Ⅰ期の看護 

 ３）分娩第Ⅱ期の看護 

 ４）分娩第Ⅲ・Ⅳ期の看護 

講義 

（45 分）   試験 

評価方法 筆記試験で評価する。 

必須資料 系統看護学講座 専門Ⅱ 母性看護学② 母性看護学各論 （医学書院） 

参考資料 ・授業資料は適宜印刷して配布する。 

履修上の 

留意事項 

・複数の講師が担当するので，出席時間は自己管理し，体調を整え，欠席しないよ

う授業に臨むこと。 

・演習には講義で使用した資料・ﾃｷｽﾄの該当部分を復習して臨むこと。 

・演習時間は限られているので，積極的な参加姿勢と望む。またわからないところ

は，演習の際に担当教員に積極的に質問し，技術習得に努めること。 
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科目名 母性看護学援助論Ⅱ（産褥期・新生児期の対象理解と看護） 

科目区分 専門 必修 

区分 

必修 単位数 

（時間数） 

１ 

（30 時間） 

対象 

年次 

２年 

担当者名 佐藤 三恵子（実務経験のある授業科目：助産師） 

廣沢 美由季（実務経験のある授業科目：助産師） 

ねらい 産褥期における対象の身体的・心理的・社会的特徴と正常な経過を理解するとと

もに，新生児の正常な経過を理解し，それぞれの対象が各期に適応し，安全・安

楽に経過するための看護の役割と対象に応じた看護を理解する。 

回 数 内  容 授業形態 

＜産褥期＞ 

１～３回 

１ 産褥期の身体のしくみと疾患の理解 

 １）産褥の経過 

   身体的変化：退行性変化と進行性変化 

   心身社会的変化 

 ２）褥婦にみられる異常 

講義 

４・５回 ２ 産褥期・育児期における看護 

 １）産褥経過のアセスメント 

 ２）母親になる過程の看護   

 ３）母子の健康を促す看護 

６・７回 ３ 健康問題をもつ褥婦の看護 

 １）乳房トラブルをもつ褥婦の看護 

 ２）マタニティーブルーと産後うつ 

＜新生児＞ 

１・２回 

４ 新生児の身体のしくみと疾患の理解 

 １）新生児の生理 

 ２）子宮外環境への適応 

  呼吸・循環・体温 ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ代謝・水電解質代謝 

  消化と吸収    神経系：反射 感覚機能  免疫  

講義 

３回 ３）新生児にみられる異常 

４・５回 

（45 分） 

５ 新生児の看護 

 １）出生直後から 24 時間の看護 

 ２）移行期後の看護 

 ３）生後１ヶ月健診に向けた看護 

講義 

GW 

６・７回 新生児のバイタルサインの測定・アセスメント・身体計測 

沐浴（衣服の着脱・際の処置含む） 

演習 

８回 ６ 健康問題をもつ新生児の看護 

 １）高ビリルビン血症児の看護 

 ２）低出生体重児の看護  

 ３）ハイリスク新生児の看護 

講義 

（45 分） 
 

試験 

評価方法 

及び観点 

筆記試験 レポート 

GW への参加姿勢     等総合的に評価する。   

必須資料 系統看護学講座 専門Ⅱ 母性看護学② 母性看護学各論 （医学書院） 

参考資料 ・授業資料は適宜印刷して配布する。 

履修上の 

留意事項 

・複数の講師が担当するので，出席時間等は自己管理のうえ，体調を整え，欠席しないよ

うに授業に臨むこと。 

・演習には，講義で使用した資料・ﾃｷｽﾄの該当箇所を復習して臨むこと。 

・演習時間は限られているので，積極的な参加姿勢を望む。また，わからないところは，

演習の際に担当する教員に積極的に質問し，技術の習得に努めること。 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸには積極的な参加姿勢を望む。 
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科目名 母性看護学援助論Ⅲ（母性保健） 

科目区分 専門 必修 

区分 

必修 単位数 

（時間数） 

１ 

（15 時間） 

対象 

年次 

３年 

担当者名 佐藤 三恵子（実務経験のある授業科目：助産師） 

ねらい 女性や家族のライフサイクルにおける健康課題や，母性各期の保健活動につい

て理解し，次世代育成や母性の健全な発達のための援助を理解する。 

回 数 内  容 授業形態 

１・２回 １ 女性のライフサイクルにおける身体変化 

２ 女性としての心理・社会的発達 

講義 

３～７回 ３ ライフサイクルにおける女性の健康と看護 

 １）性周期と女性のライフサイクル 

 ２）性差と女性の健康 

 ３）女性とメンタルヘルス 

４ ライフサイクル各期における健康問題と看護 

 １）思春期の健康問題と看護 

  (1)貧血 

  (2)初経および月経前緊張症   

  (3)子宮頸がんの予防行動 

  (4)摂食障害 

 ２）成熟期の健康問題と看護 

  (1)月経困難症 

  (2)生殖器疾患：子宮筋腫・子宮内膜症・子宮頚部がん 

 ３） 更年期・老年期の健康問題と看護 

  (1）更年期障害・更年期うつ 

  (2）尿失禁 

  (3）骨粗鬆症 

  (4）生殖器悪性腫瘍：子宮体がん 

  (5）ロコモティブシンドローム 

講義 

GW 

（45 分）   試験 

評価方法 

及び観点 

筆記試験 

GW への参加度   総合的に評価する。 

レポート  

必須資料

（ﾃｷｽﾄ等) 

系統看護学講座 専門Ⅱ 母性看護学① 母性看護学概論 （医学書院） 

参考資料 ・授業資料は適宜印刷して配布する。 

履修上の

留意事項 

・出席時間等は自己管理のうえ，体調を整え，欠席しないように授業に臨むこ

と。・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸには積極的な参加姿勢を望む。 

 


